


























































出版社 タイトル数 契約大学数 契約大学数の割合
Elsevier 2,050 73 85％
Wiley-
Blackwell 1,230 67 78％
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 小規模大学でAPS（American Physical Society）のPhysical Reviewシ
リーズが減少
 大規模大学でも日本物理学会のJournal of the Physical Society of 























































































































































































A大学 コンソーシアムαB大学 コンソーシアムβ C研究所
①国内の全ての大学が平等なアクセス
②バックファイルは毎年拡充され，各大学のカレント契約の負担を軽減
シナリオ
2010/9/16RIMS研究集会（京都大学数理解析研究所）19
フェーズ1
標準のバックファイル
を国として購入
フェーズ2
カレント分を直近の5年
分として，バックファイル
とカレントファイルの隙間
分も購入
フェーズ3
カレント分は5年分で固
定し，ローリング
隙間分を毎年追加購入
標準バックファイル
（国の予算で購入）
標準バックファイル
（購入済）
カレント分
（各大学が契約）
カレント分（5年分）
（各大学が契約）
隙間分
（国の予算で購入）
カレント分
バックファイル
（購入済）
1年分買い足し
カレント分
バックファイル
（購入済）
1年分買い足し
カレント分
バックファイル
（購入済）
1年分買い足し
期待される効果
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バックファイルへのアクセスの平等化
カレント契約の購読料の低減化
ビッグディールからの離脱のセイフティネット
１
２
３
学術雑誌の値上げの要因
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1. 商品としての特殊性
 代替品が存在しないことにより，価格競争が成立しない
2. 論文数の増加
 毎年3％増
3. 商業出版社の市場独占
 市場の約2/3を商業出版社が独占
4. 価格上昇に対する非弾力的な需要の存在
 多少値上がりしても，必要な雑誌は買い続ける
5. 電子ジャーナルの新たな機能の開発費
 検索，論文リンク，各種アラーティング・サービス等々
長期的な展望
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 学術情報流通システムの改革
 商業出版社に過度に依存した学術情報流通システムから脱
却し、学術コミュニティ主導の新たなシステムに移行
 そのための取り組み
 読者及び著者としての研究者への働きかけ
 論文数偏重の研究評価の在り方の再考
 読者と著者による適正なコスト負担モデル
 オープンアクセス，等々
 図書館だけで解決できる問題ではない！
 学術コミュニティ全体が考えるべき課題
まとめ
 ビッグディールの光
 アクセス可能タイトル数の飛躍的増加
 情報格差の是正
 ビッグディールの影
 際限のない値上げに伴う支出増
 歪んだコレクション
 ビッグディールからの出口
 短中期的には
 コンソーシアム連携，セイフティネットの整備（バックファイル）
 長期的には
 学術情報流通システムの改革
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